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大原薬品工業株式会社（代表取締役社長︓大原誠司、以下 「当社」）は、Asia Africa 

Investment and Consulting Pte. Ltd. （本社︓シンガポール、以下「AAIC」）のアフリカ
ヘルスケアファンドと共に、ケニアの医療機器メーカーRevital Healthcare（EPZ）Limited
（以下「Revital」）に出資いたしました。 Revitalには、同時にビル＆メリンダ・ゲイツ財団もアフ
リカでの医療機器供給能力増強の為に支援金を拠出しました。 
 

出資に至った背景 
当社は、SDGs の一環としてアフリカ地域での医療水準の向上、

世界的なコロナ禍での感染抑制の事業を強力に推進いたします。 
  コロナ禍において需要が爆発的に伸長している Revital のワク
チン向け注射器など同社製品の製造能力を強化するとともに、同
社の製品ポートフォリオを拡大していくことは、アフリカの慢性的な
医療用品不足、ひいてはコロナ禍で世界的に広がっている医療
用品の供給不足を解消していくことに繋がっていきます。今回の投
資を通じ、Revital の生産能力、製品数を強化することで、世界
的、特にアフリカ地域での医療用品不足の解消に貢献します。 
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Revitalの事業概要 
Revital が製造するシングルユース注射器はサブサハラアフリカで  WHO が唯一認定

（ WHO PQS certified AD / RUP Syringe Manufacturer in the region）しました。 
現在コロナ禍で需要が急拡大しているワクチン注射器をアジア、特にアフリカ諸国など需要が高

まっている国々に供給を開始しています。今回の出資により、注射器の製造能力拡張に加えて、
コロナウイルスだけでなく、マラリア、HIV など、毎年何百万人もの人々が亡くなるさまざまな伝染病
を早期に発見する為の検査キットの研究や機器への投資を行う予定です。 

Revital は 2021年のケニアイノベーションウィークで 1位を獲得し、2021 年の最も革新的な
企業として表彰されました。 
 
会社概要 
■Revital Healthcare  
会社名︓Revital Healthcare (EPZ) Limited  
所在地︓ケニア・モンバサ（Mombasa, Kenya） 
代表者︓Dr. Rajnikat Vora 
設立  ︓2007年 
URL  ︓https://www.revitalhcare.com 
事業内容︓ 
注射器（RUP / ADおよび従来型）、コロナウイルス検査キット、マラリア検査キット、酸素関連
製品（bCPAP）、PPE キット、手術用マスク、ウイルス輸送キットなど、45 を超える医療機器・
関連用品を製造しています。WHO-PQS, ISO 13485, ISO 14001, ISO 9001, CE-TUV, 
WHO-GMP, US-FDA-EUA, Health Canada, NAFDAQ, MHRA, TGA など様々な団体
から認証を受けている他、UNICEF、WHO、CHMP といった国際機関や政府機関から推奨を受
けています。 
 
■Asia Africa Investment & Consulting (AAIC) 
会社名︓ Asia Africa Investment & Consulting Pte. Ltd. (AAIC) 
所在地︓ シンガポール 
代表者︓ 椿 進 
設立  ︓ 2013年 
URL  ︓ http://aaicinvestment.com 
事業内容︓ 
AAIC グループのファンドマネジメント会社として、2013年にシンガポールで設立。2014年から日
系企業の CVC（コーポレートベンチャーキャピタル）の運営をサポート。2017年、日系初のアフリ



 

 

カに特化したファンド（アフリカヘルスケアファンド、AHF）を設立、アフリカのヘルスケアセクターを中
心に投資を行なっており、投資先は 29社。（2021年 12月時点） 
 
■大原薬品工業株式会社 
会社名︓大原薬品工業株式会社 
所在地︓日本・滋賀 
代表者︓大原 誠司 
設立  ︓1964年 
URL  ︓https://www.ohara-ch.co.jp/ 
事業内容︓ 
オーファンドラッグとジェネリック医薬品の創薬及び育薬を事業の柱とした医薬品会社です。特に 
⼩児がん領域を中心としたオーファンドラッグ、及び医療事故防⽌に配慮したジェネリック医薬品の 
開発・製造・販売に注力しています。治療成績の向上や医療環境が大きく変化している現在  
治療のみならず、医療の質に影響をおよぼす予防、診断、アフターケアにもイノベーションを活かし
Total Healthcare Solution を提供できる企業をめざします。今後はこれらの事業を通じて  
アジア・アフリカを中心とした新興国への展開を図っていく予定です。 
 
 
参考資料︓ 
※１︓UNICEF. “UNICEF to stockpile over half a billion syringes by year end, as part 
of efforts to prepare for eventual COVID-19 vaccinations” Press Release, 19 Oct. 2019. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆本件に対するお問い合わせ先◆ 
大原薬品工業株式会社 
担当︓井用（いよう） 

TEL: 0748-88-2200 FAX: 0748-88-2300 


